
『青淵百話』は、渋沢栄一が人が生きていく上での術や正しい道筋、道徳観、人に対しての思いを滔々
と語った、これから先どうすべきかと思い悩む人々に貴重な示唆を与えてくれる百の談話集である。
　『青淵百話　乾・坤』は 1912年６月26日に初版を刊行、当時の広告記事から８版まで版を重ねてい
ることがわかっているが、刷数は不明。同縮刷版は 1913年７月に刊行、1913年８月に三版と、わずか
ひと月で版を重ねたことがうかがえる。なお、刊行にあたっては、同文舘出版の社員であった井口正之
氏が深谷の渋沢邸に通って口述を書き起こし、これに渋沢氏が加筆・修正を加えて原稿になったとされ
ている。

明治四十五年皐月端午発行／菊判大正二年七月十八日発行
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道義観、道徳観、倫理観と経済を一致させる「道徳経済合一」の考えを主張し続けた経営哲学――
これから先どうすべきかと思い悩む人々に、貴重な示唆を与えてくれる渋沢栄一の言葉を復刻！
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人が生きていくうえでの術や正しい道筋、道徳観、人に対しての思いを滔々と語る！
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書斎に於ける青淵先生と青淵百話原稿澁澤男爵の今昔
王子邸園内愛蓮堂前に立てる青淵先生

（左から森山同文館主、澁澤男爵、井口正之氏）

徳川慶喜公揮毫

「解題に代えて　──井上 潤（渋沢史料館館長）」より抜粋
　渋沢栄一の言葉は今の時代に十分通用する、むしろ当時の行動、言葉が今、より強い光を発して我々に考えを
伝えてくれる、また、それを理解させてくれるような人物として取り上げられているようにも思います。
　今、大河ドラマを見ている方々は、単なるドラマとしてではなく、毎回の放送の中で、渋沢栄一から何かしら
学べるものがあるかもしれない、そんな目で見ている人が多いと、感想めいたものが耳に入ってきています。「正
しい道筋の利益を求める」「私より公の利益を大事にする」といった主たる考えがあって、「積極的にことにあた
る」ことを勧めています。お膳立てされたものに淡々と導かれるままに動くのではなく、より一層おいしいもの
として食べるには、自ら箸を取って一歩先んじてことにあたらなければならない、そうでなければ本当の意味で
の良い結果には結びつかない、とよく言いました。「日々に新たなり」も多く語られた言葉です。毎日いろいろ
なことがあるけれど、次の日には気分を一新させ、新たな気持ちで前を向いて進んで行こうという趣旨です。
　言葉だけを聞くと、「ごもっともです」とも言うべき、至極当然のことばかりです。では、なぜ当時も今も通
用するのかと言えば、それが実践に置き換えられているか、日頃の生活の中で行われているかと呼び起こす言葉
だからという気がしています。
　栄一は、自分なりの明確なビジョンを持っていました。人に何かを伝える場面では、小さな目標を出すのでは
なく、それをやることによって、この世の中や皆の生活がこうなるんだという、先の明確なかたちを分かりやす
く伝えてくれる人でもありました。しかも実体験に沿う話が多いため、理解しやすい。
（中略）
　渋沢栄一は数多くの企業を育ててきました。長く続いている企業が多く、百年企業もいくつもあります。では、
栄一の教えを皆が実践し、正しい道筋で順調に育ってきたかと言うと、全てがそうではないはずです。栄一の理
念や思い、考えがどのように受け継がれているかと言えば、やはり資本主義社会においては、利益を最優先に考
えてしまうところがあるわけです。直るものが備わったほうが、間違った道に行かないと伝えようとしていまし
た。それが冒頭で述べた、活字化することを好まなかったというエピソードにつながります。
　人を育てることについても同様のことが言えます。渋沢栄一は、人を育てることを非常に意識していた人です。
何年で次のステップを踏みなさい、決してそんなやり方ではなく、その人が活躍できる場がどこなのか、適材適
所を意識し、本人にも自覚させてその道を進ませることの重要性を語っています。また、より高いポジションを
目指す意識を持たせる言葉が、『青淵百話』にも多く含まれています。

　渋沢栄一は天保11年２月13日（西暦：1840年３月16
日）、現在の埼玉県深谷市血洗島の農家に生まれました。
　家業の畑作、藍玉の製造･販売、養蚕を手伝う一方、幼
い頃から父に学問の手解きを受け、従兄弟の尾高惇忠から
本格的に「論語」などを学びます。
　「尊王攘夷」思想の影響を受けた栄一や従兄たちは、高
崎城乗っ取りの計画を立てましたが中止し、京都へ向かい
ます。
　郷里を離れた栄一は一橋慶喜に仕えることになり、一橋
家の家政の改善などに実力を発揮し、次第に認められてい
きます。
　栄一は27歳の時、15代将軍となった徳川慶喜の実弟･後
の水戸藩主、徳川昭武に随行しパリの万国博覧会を見学す
るほか欧州諸国の実情を見聞し、先進諸国の社会の内情に
広く通ずることができました。
　明治維新となり欧州から帰国した栄一は、「商法会所」
を静岡に設立、その後明治政府に招かれ大蔵省の一員とし
て新しい国づくりに深く関わります。
　1873（明治６）年に大蔵省を辞した後、栄一は一民間経
済人として活動しました。そのスタートは「第一国立銀行」
の総監役（後に頭取）でした。
　栄一は第一国立銀行を拠点に、株式会社組織による企業
の創設・育成に力を入れ、また、「道徳経済合一説」を説
き続け、生涯に約500もの企業に関わったといわれていま
す。
　栄一は、約600の教育機関・社会公共事業の支援並びに
民間外交に尽力し、多くの人々に惜しまれながら1931（昭
和６）年11月11日、91歳の生涯を閉じました。
　　〈出典：公益財団法人 渋沢栄一記念財団ホームページ〉
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